
















いずれの酸でも酸化・還元による電流が明瞭に観測され、インジウ
ムは酸溶液中で還元析出されることを確認できた。

＜Inの電解析出の検討①＞



Au電極でも同様に酸化・還元の電流は認められたが、水素加電圧が小さく負電位側

での水素発生が甚大となることや、析出後の酸溶解時に電極が侵されてしまうことな
どの理由から、回収のための電極としては金属よりもカーボンの方が優れている

＜Inの電解析出の検討②＞
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